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業界団体 ((社)全日本瓦工事業連盟、全国陶器瓦工業組合連合会、全国厚形スレート組合連合会)が作成した「瓦屋根標準設計・施エガイド
ライン」 (平成13年 8月 策定)で示される強風や地震による屋根瓦の脱落被害を防止できる工法
昭和 46年建設省告示第 109号

令和 4年 1月 1日 以降、瓦屋根は、以下の緊結方法でふく必要があります
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瓦の種類、部位、基準風速

に応じた緊結方法

軒、けらば、むね、平部
全ての瓦

KENBOKY0

屋根ふき材・緊結金物にさび

止め・防腐措置をすること

(改正前後で変わりません)

平部の瓦の緊結方法 基 の 図
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強風対策 (緊結強化)が
求められる屋根

瓦屋根 (粘土瓦、セメント瓦)

今回の対象外の屋根

ス緩―卜懸機、金属麟穣

(薩轟鷹、量は畿) !:omls
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上記の他、①②の緊結方法も可能です

① ガイドラインの標準試験に合格した緊結方法

。ノ

② 告示第 1458号の構造計算方法により安全性が確かめられた緊結方法
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軒、けらば (端部から2枚まで

の瓦)、 むね (1枚おきの瓦)
銅線、鉄線、 くぎ等で緊結

瓦の種類
準風速V[ 30m/s

F形

くぎ等 1本で緊結

」形、S形

防災瓦
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完了検査又は中間検査の申請に必要となる工事監理報告書における瓦屋根工事については、構造図

等の設計図書と、瓦工事業者が作成する品質管理記録の照合を行いますので、その旨と照合結果を

記載します

①新築        ②増築       0大 規模修繕 (全ふき替え)  ④既存の建築物

新築

改正後の基準に

適合する必要 ×「屋根ふき材は構造上分離」
していることが前提

だが、改正後の基準で

ふき替えることが望ましい

畿存鰹纂惚

改正前 の基準で IEEI
ただちに改正後の基準への

適合を求められることはない

巨xp」

改正前の基準で|ココ1    法令上は改正前の基準でIEII

強風対策 として行う屋根の耐風工事等への補助制度があります
×下記事業は、今和3年度の予算成立を前提としたものです

住宅 。建築物安全ス トック形成事業 (令和 3年度～)補助制度が受けられるかは、各自,創本にお問合せくださし

概要はこちら:す https://wwwmlit.go」 p/jutakukentiku/build/jutakukentiku_house_tに 000146.html

瓦屋根の耐風診断
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増築部分
ふき替え部分

瓦雇機のM鸞鍍鰺轟警

※対象区域 :DID地 区等 (基準風速 32m/s以上の区域)又は地域防災計画等で地方公共団体が指定する区域

長爾優良鐘竃《脇リフォーふ推進纂業 (令種3年度～
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対象事業に該当する場合、瓦屋根の改修に活用可能です

下表は 2次診断 (瓦屋根診断技士等による屋根上からの詳細診断)の チェック項目例です
なお、 2次診断の方法については、今後、改訂する「瓦屋根標準設計・施エガイ ドライン」に掲載 し
ますので、詳細についてはそちらをご覧 ください

チェック項目例

むねの不具合 □むね瓦が移動していないか

(浮き、ずれ、飛散・脱落がないか)

Eむね瓦が損傷・劣化していないか
(損傷・劣化している場合)

コ移動・損傷・劣化した部位はどこか

∃どのような金物で緊結していたか な ど

平部の接合部
□平部の留付け状況

(1枚当たりの留付け箇所など)
□接合具の状況

(く ぎ、ねじなどの接合具と長さや形状)

など

軒瓦の接合部
□軒瓦の留付け状況

(1枚当たりの留付け箇所など)
□接合具の状況

(く ぎ、ねじ、緊結線などの接合具と長さや形状)

など

鷺撥糠鷹事‡進かかる纏攀 購饉鯵難・購量数艤

強風対策 国交省
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その他の間い合わせ先 一般財団法人日本建築防災協会 メールアドレス kenbokyO@kenchiku― bosalor.jp

改正後の基準に

適合する必要
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